


成功大家の秘伝書 【人は頭で考え心で動く】 その⑨『 空室対策アクション3』 アパートを気に入って契約してもらう

・チェックボックス検索
これはご存知のようにチェックボックスの条件を打ち込み検索する方法です。

・キーワード検索
これはGoogleなどを使って自分の気になるキーワードで検索する方法です。

最近では後者の方が成約率が高いように感じます。

空室対策アクション3 『アパートを気に入って契約してもらう』は
4つのステップから成り立ちます。

小冊子戦略 入居審査方法 即断即決 担当者の役割

これらは優良な入居者を確保するためにとても大切な内容なので、今回から
一つ一つを深くお話しますね。

そしてこのような数十件の検索の中から、3件くらいピックアップして物件を
見に腰を上げます。
そう内覧ってヤツですね。
アパートの空いているお部屋を埋めるにはAmazonで本を買うのとは違い、
インターネットの世界だけでは契約は決まりません。
インターネットで見てみたいお部屋を探し、腰を上げて内覧会に足を運び
自分が本当に住みたいかを『見て・触って・感じる』を基に選びたいのです。
ですので・・・
インターネットから選ばれるのは『空中戦』
内覧してお部屋を決めるのは『陸上戦』
という2つの戦略を制した物件がお部屋の契約を決めるのです。
その大切な『陸上戦』の内覧と小冊子がなぜ有効か、どのような関係にある
のか…
次回は小冊子のキモになる内容のところをお話いたします。

まずは『小冊子戦略』についてお話しします。
この小冊子は前回アクション2のステップ3でもお話ししましたが入居希望者は
インターネットで物件をこんな方法で探していきます。


